教育臨床心理　6/12 知能

１、知能とは

知能の定義：

・知能検査により測定されたもの　　　　　　　①抽象的な思考力
　　・多くの心理学者によって定義される　　｛②学習する能力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③環境への適応力

知能の種類

提唱者：キャッテル（1905-1998）　　・英生まれのアメリカの心理学者

・パーソナリティ検査の開発（１６PF）

・統計を積極的に用いた（因子分析）
流動性知能：頭の回転の速さに関わる知能

　　・生得的/情報処理の速度　　例　計算・推理・記憶

　　・２０歳前後をピークに急速に衰える⇒子供の知能
結晶性知能：蓄積された知識に関わる知能

　　・後天的/経験に裏付けられた判断　例　言語・常識
　　・老年期になってもあまり低下しない⇒大人の知能
２、知能の構造

知能に関する理論

一般知能説：知能＝全体としてまとまった能力　　　　（⇒IQは１人１つ）
　　・「スタンフォード・ビネー知能検査」の理論背景

　　　　　⇒後年にアメリカで作成された知能検査

提唱者：ビネー　　(1857-1911) ・フランスの心理学者
　　　　　　　　　            ・世界初の知能検査を開発

                              ・チェスの研究（視覚の記憶）
因子説：知能＝複数の要素（因子）からなる能力

提唱者：スピアマン・サーストン
・２因子説：ビネーの一般知能説＋α（スピアマン）

　　・「因子Ⅰ」一般因子：各領域に共通の能力（遺伝）

　　・「因子Ⅱ」特殊因子：各領域に固有の能力（経験）

・多因子説：機能的に独立した複数の因子を想定

　　・一般因子の存在を否定・７因子（サーストン）

多重知能理論：知能＝情報処理に関わる心のモジュール
提唱者：ガードナー
・相互に関連する潜在能力（ヘプタ・ヘクサゴン・モデル）

　例　７種類　言語的知能・対人的～・音楽的～・個人内～　など

　　　　　　（論理数学的～・身体運動的～・空間的～）
３、知能の測定
知能検査の定義

・知能を数値として算出できる心理検査

　　　・幼児から児童を対象としたものが大半を占める
　　　・多くの検査が標準化されている
　　　　　　　　　　標準化：得点を相対化して理解する手続き

知能検査の特徴

Ⅰ、方法：集団式（筆記）VS個別式（対話＋チェック）
Ⅱ、目的：単一のIQ　VS　複数のIQ
　　例　　田中ビネー知能検査Ⅴ　VS　WISC-Ⅲ・K-ABC

Ⅲ、内容：言語性検査　VS　動作性検査

　　例　　WISC-Ⅲ：知識・数唱　VS　迷路・絵画完成

一般知能検査の種類：包括的な知能の水準を測定

長所：短時間での実施が可能

　　短所：細かな能力が数量化されない

・田中ビネー式知能検査Ⅴ：適用年齢（２歳～成人）

　　・内容：難易度ごとに配列された年齢段階式の問題

　　・指標Ⅰ：精神年齢（MA）←問題の合格数から
　　・指標Ⅱ：知能指数（IQ：Intelligence quotient）

      IQ＝MA（精神年齢）÷CA（生活年齢）×１００　　　　知的異常は70以下
・グッドイナフ人物画検査：動作性知能（3～13歳）

　　・内容：頭から足の先までの人物を描画

　　・指標Ⅰ：精神年齢←５０の採点基準から

　　・指標Ⅱ：知能指数

診断性知能検査の種類：知能のさまざまな側面を測定

　　長所：診断結果を実際の指導に応用できる

　　短所：実施に時間を要するものが多い

・WISC-Ⅲ：知能の個人内の差異（5～16歳）

　　[Wechsier Intelligence Scale for Children 3rd ed]

 　　・内容：言語性検査・動作性検査

　　 ・指標：偏差IQ⇒同年齢内の相対的位置を表す

　　　　例　3種類：VIQ/PIQ/FIQ（全検査IQ）

偏差IQ＝（個人得点－同年齢集団の平均点）÷同年齢集団の標準偏差×15＋１００

主として学習障害や知的障害の判定に用いられる
まとめ
再び、知能とは何か――　結晶性知能・流動性知能
・問題を解決するための生理的・心理的な潜在能力
知能の構造――　一般知能説・因子説
・複数の要素（＝因子・モジュール）によって構成

知能の測定――　田中ビネー・ＷＩＳＣ-Ⅲ
・特別な支援を必要とする子供の選別のために開発

・簡便にスクリーニングしたい⇒一般知能検査
・細かくどこが弱いか知りたい⇒診断性知能検査

知能とは杓子定規な思考力の高低を測るツールに過ぎない
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